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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	井川　史朗

	大 会 名　　　　　
	OPアジア選手権

	開 催 地　　　　　
	シンガポール、ナショナルセーリングセンター

	大 会 期 間    　　
	2011年7月22日～30日


　

	チャーター艇

メーカー
	XSP
	マスト、ブーム

スプリット
	オプティパーツ
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	XSP


	気象について
	気温は最高で30℃前後で、日本の夏よりは過ごしやすい（5月頃が一番暑いそうです）。蒸し暑くなってくるとスコールがあって、少し涼しくなる。晴れていても薄曇があるようで、日差しも日本ほどには感じなかった。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	レース海面は、大型船の停泊エリア～海岸の間、約1500m程度のエリアで実施された。風向180～220度のシーブリーズが朝から一日中吹いており、風速は日によって異なり、1～6m/s程度だった。スコールが来ると右側にシフトし、風速が上がるらしいが、今回は海上でスコールに遭わなかった。スコールの後は無風となる。風は強弱の変化もありながら、10度程度のシフトがあった。潮流が速く、西から東向きの流れが時間帯により強くあった（下げ潮？）。うねりは無く、波はチョッピーで、風が無い場合でもなにかしら波がある（広島や西宮の南風のようなかんじでしょうか）。

	　帆走指示書内容

　で特記事項
	SIはIODA標準のものが適用された。

トラッキングのシステムがあり、GPSを搭載した。VHF無線で、運営状況が随時放送され、次のレースタイミングやリコール艇などをコールしていた。特にチームレースではスタート順と勝敗をコールしてくれるので役立った。レース運営はテキパキとして良かった。特に暫定成績の集計が速く、艇の片付けが終わった頃には掲示されており良かった。完全に無風になっても、大きな振れも無く、吹いてくると分かっている為かレースは続行していた。

チームレースではOP8艇に対しアンパイアが2艇と少ない事もあるのか、アンパイアが見ていないケースが少なからずあったように見えた。

	　レースコース図
	　　写真に撮って、画像データとして添付して下さい



	　コーチボート

　について
	2カ国で1艇が割り当てられた。プラクティスレース前のコーチミーティングで、割り当てが行われた。同じ言葉や文化圏で、事前に話し合ってシェア相手を決めている国が大半だった。日本は選手数が多い（10名）事もあり、選手1名のイランとシェアした。特に問題なく友好的で良かった。


· 以下、日本チームより上位の選手、国について記入して下さい

	　選手の特徴、体格


	シンガポールは風が弱いという前評判からか、体重の軽い選手を選抜した国もあったようです。ただし、SIN,THA,MAS,CHNなどは、元々40kg前後の選手をNTに選抜しているようだった。余談ですが、シンガポールでは体重が45kgを超えると、他のクラスに乗り換えになるようです。（ナショナルチームには例外があるようですが）

	　艤装品について
	チャーターボートのSTXはノンスリップがすべるという事でプラクティスの後、ノンスリップテープが供給されたが、ノンスリップ加工の上で上手く張り付かずあまり意味が無かったようだ。特にはだしの選手が、すべりを訴えていた。

セールに関しては、上位選手のほとんどがJSAILを使用していた。若干伸びやすい事と販売価格も安い事もあり、レガッタごとにニューセールで挑むのが最近の主流のようです。USAのNORTHSAILから、JSAILとほぼ同じカットのセールが販売されているようで、これを使用している選手もあった。こちらはセールクロスが少し伸びにくそうな素材だった。

	　セッティング等
	JSAILはラフテンションが高めで、ブームを引き込み気味で走っていた。NORTHのラジアルカットに比べると波のある状況でヒールがマイルドでバランスがとり易く、スピードダウンがあまり無いように感じた。

	　海上での練習方法
	レース前の練習に関しては時に違いは無かった。

	　セーリング技術
	上位選手はバランスが良く、スピードが良かった。特に今回はフリーが向かい潮で長かった事もあり、フリーの艇速が順位を左右していた。風速に対して大きめのチョッピーな波でも、身体を使って、一定のバランスで加速タイミングを逃さず走っていた。クローズでも体の動きとシートトリムで、ヒールする事無く一定のバランスで走っていた。特に風速が上がると、AHOやBRA等ボディアクションが大きい選手がクローズ＆フリー共にスピードがあった。

スタートに関しては、ポジショニングでセールとラダーを使って一定の場所に留まる技術とフルスピードまでの加速が良く、トップの選手はスタートの失敗があまり無いように感じた。

	　戦術、戦略など
	SIN,THA,MAS等普段から潮流の早い海面で練習している選手は、潮流を良く計算し、オーバーセールによるロスが無かった。

フリートレースのコースについてはあまり差を感じなかったが、チームレースでは、SIN,THA,MASとの実力差は大きかった。普段からチームレースの練習を多く取り入れているようで、チームレースの戦術が高いレベルで浸透していた。また、OPのハンドリングの良さも目立っていた。

	　日本選手が

　劣っていること
	今大会ではクローズとフリーのスピードが良くなかったように見えた。クローズについては、特に波があるコンディションでセールがマッチしていないように感じた。フリーについては、特に1→2マークまでのバランスとトリムが甘く、先頭集団に若干離される場面が多かった。

チームレースの経験が少なく、戦術やハンドリングが不十分であった。

日本選手の審問が一度あったが、日本でも審問を一度も経験していない事もあり、自分の主張を上手く伝える事が出来ていなかった。

	　日本選手が

　勝っていること
	レースに対する態度が前向きで明るく積極的なので、新しい経験を次々に吸収して成長していく適応能力は他の国に比べ高いと感じた。プラクティスレースから比べるとスタート、コース取り、バランス等が目に見えて改善した。

他の国との交流も積極的に行い、ほぼ全ての国に声を掛けた様で、仲良くやっていた。また、礼儀も正しく、生活態度も良かった。

	　日本チームとして

の課題
	多くの国はオリンピックなどの将来を見据えた強化の一環としてOPの大会を見ている。ナショナルチームのスタッフは有給でフルタイムの強化を行っており、選手への遠征費援助に加え、一部の国では有給の選手も見られた。一方日本チームは、ほとんどが自己の努力であり、国としての援助の必要性を感じた。

他国が一定のスタッフで色々な大会を転戦しており、スタッフ同士で交流があり、いろいろな情報が交換されているようだった。日本は一定していない事もあり、最先端の情報が収集伝達できていないのではと感じた。

チームレースについては、経験と練習が不足していた。数段高いレベルでの強化が必要だと感じた。

	　ＪＯＤＡへの要望
	海外でのレース経験は、選手・指導者にとって成長を促す良い機会であると改めて感じました。各国の協会とより交流を深め、大陸選手権以外にも各国選手権等の海外レース情報の収集と、選手派遣促進を行って頂きたい。大会中各国の指導者と交流した中で、JODAのwebサイトに英語版の問合せ先等の説明やスケジュールはあった方が良いのではと感じた。

OPは年齢制限のある艇種なので、選手の将来を見据え、JSAFのジュニア・ユース強化部門やユース向けの各クラス協会と連携を深め、レースや合宿日程の調整やナショナルチームに対する援助の要求を実施してはと思う。今回実施したNT合宿は完全な合同ではありませんでしたが、方向性としては良いのではないかと感じました。

	　　　その他
	過去の諸先輩のおかげであると思われますが、各国の日本に対する姿勢は、おおむね好意的で注目度も高いと感じました。おかげさまで、我々スタッフも各国と交流を深める事が出来ました。振り返っての反省点としては、手土産と名刺を持っていけば、もっと交流が増し、有意義に過ごせたのではないかと感じました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

